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寿
翔

飛

き
く
変
革
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
に
隣
接
す
る
築
城
基
地
に
お
い
て

は
他
の
基
地
に
先
駆
け
て
、
在
日
米
軍

に
よ
る
２
度
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
防
へ
の
協
力
と
地
域
住
民
の
安
心

安
全
を
守
る
こ
と
は
ど
ち
ら
も
極
め
て

重
要
な
施
策
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
他
の
周

辺
市
町
と
と
も
に
苦
渋
の
決
断
で
あ
り

ま
し
た
。

  

さ
ら
に
、
今
度
は
事
前
協
議
も
な
い
ま

ま
、
築
城
基
地
拡
張
計
画
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
信
頼

関
係
を
無
視
し
た
拡
張
計
画
は
、
誠
に

遺
憾
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
基
地

機
能
の
強
化
に
繋つ
な

が
る
こ
の
度
の
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
簡
単
に
容
認
す
る
わ

け
に
ま
い
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
今
年
こ
そ
、
希
望
あ
ふ
れ
る

明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

む
ろ
ん
、
地
域
の
将
来
に
向
け
た
明
る

い
話
題
も
あ
り
ま
す
。

地
域
産
業
、
経
済
の
浮
揚
に
不
可
欠
な

東
九
州
自
動
車
道
苅
田
IC
～
豊
津
IC
の

建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
本
格
的
な
用
地
交
渉
に
入
り
、
平

成
27
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
順
調
に

事
業
が
推
移
し
て
い
る
と
関
係
機
関
か

ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。
東
九
州
の
一
体

的
な
発
展
に
向
け
て
、
一
刻
も
早
い
完

成
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
中
央
と
地
方
、

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
心
穏
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
は
、
日
常
生
活
の
中
で
絶

対
的
な
信
用
や
信
頼
な
ど
が
揺
ら
い
だ

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
相
次
ぐ
食
品
の

産
地
偽
装
や
老
舗
に
よ
る
賞
味
期
限
の

偽
装
事
件
な
ど
、
連
日
の
報
道
は
、
お

も
わ
ず
耳
を
疑
い
た
く
な
る
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

　

ま
た
、
防
衛
省
職
員
の
不
正
疑
惑
も

話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
沖
縄
の
負
担

軽
減
等
を
目
的
と
し
た
在
日
米
軍
再
編

に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
防
衛
体
制
が
大

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
殺
害
さ
れ
る
と
い

う
な
ん
と
も
痛
ま
し
い
事
態
が
お
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、世
相
を
反
映
す
る
漢
字
に「
偽
」

が
選
ば
れ
、
食
品
・
食
材
の
偽
装
問
題

に
限
ら
ず
、
政
治
資
金
や
年
金
記
録
漏

れ
を
め
ぐ
っ
て
も
「
偽
り
」
が
横
行
し
、

国
民
に
不
満
を
募
ら
せ
た
一
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
の
政
局
は
波
乱
を
極
め
「
政

治
と
カ
ネ
」
や
「
失
言
問
題
」
で
、
相

次
ぐ
閣
僚
が
辞
任
、
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
は
自
民
党
が
大
敗
・
安
倍
首
相

の
突
然
の
辞
意
に
よ
る
総
裁
交
代
劇
な

ど
、
現
国
会
は
「
テ
ロ
特
措
法
」
の
問

題
を
含
め
14
年
ぶ
り
「
越
年
国
会
」
と

な
り
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
18
年
３
月
20
日
の
「
合
併
」
か
ら

一
年
有
余
を
経
過
し
ま
し
た
。

多
く
の
課
題
が
山
積
し
た
合
併
の
船
出

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
の
議

員
改
選
に
て
、
18
人
の
新
し
い
「
み
や

こ
町
議
会
議
員
」
が
誕
生
し
、
新
た
な

常
任
委
員
会
の
構
成
、
ま
た
、
こ
の
町

の
特
殊
的
事
情
と
も
い
う
べ
き
築
城
基

地
問
題
や
伊
良
原
ダ
ム
問
題
に
対
処
す

る
た
め
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

　

町
民
の
み
な
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
に
は
お
健
や
か
で
輝
か
し
い

　

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。

常
日
ご
ろ
か
ら
、
私
ど
も
議
会
に
対
し

ま
し
て
は
、
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
一
年
、
国
内
で
の
出
来
事

に
目
を
向
け
ま
す
と
自
然
災
害
や
悲
惨

な
事
件
が
多
い
多
難
な
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

７
月
に
は
新
潟
県
中
越
沖
を
襲
っ
た

地
震
で
14
名
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
、

ま
た
最
近
で
は
香
川
県
坂
出
市
や
長
崎

県
佐
世
保
市
で
無
関
係
な
一
般
市
民
が

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

あ
る
い
は
、
都
市
部
と
農
村
部
な
ど
地

域
間
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進
と
と
も
に
少
子
・
高

齢
化
、
危
機
的
な
財
政
状
況
な
ど
、
地

方
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
国
に
よ
る
格
差
是
正

措
置
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま

ず
は
自
治
体
自
身
が
努
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
積
極
的
に
行
財

政
改
革
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
み
や
こ
町
は
住
民

の
福
祉
の
向
上
と
住
民
生
活
の
安
定
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ど
ん
な
状
況
に
あ
ろ

う
と
も
、
そ
こ
に
住
む
住
民
一
人
一
人

が
大
切
に
さ
れ
、
政
策
に
お
い
て
は
、

民
意
が
十
分
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、

今
後
の
様
々
な
政
策
に
つ
い
て
、
住
民

の
み
な
さ
ま
と
意
見
交
換
す
る
機
会

を
持
ち
た
い
と
常
々
考
え
て
お
り
ま
し

た
が
、
年
明
け
早
々
に
は
行
政
懇
談
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
節
は
多

く
の
町
民
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
み

な
さ
ま
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
み
や
こ
町
議
会
議
員
」
と
し
て
の
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
16
年
度
を
初

年
度
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
「
三
位
一

体
改
革
」
は
、
所
得
格
差
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
「
格
差
社
会
」
の
広
が
り
を
み

せ
、
さ
ら
に
相
次
ぐ
交
付
金
カ
ッ
ト
や

市
町
村
合
併
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
ま
す
。
過
疎
地
域
を
抱
え
た
わ

が
町
と
し
て
は
少
子
・
高
齢
化
問
題
が

ま
す
ま
す
進
展
す
る
中
、
教
育
・
福
祉
・

交
通
体
系
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
早

急
に
諸
問
題
を
再
点
検
し
、
議
会
も
一

丸
と
な
っ
て
「
地
域
格
差
」
の
壁
に
立

ち
向
か
い
「
躍
動
す
る
新
生
み
や
こ
町
」

の
実
現
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで初春のお慶びを申し上げます
みやこ町議会議員一同

みやこ町長
白石 春夫

みやこ 町議会議長
肥喜里  和隆
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政治家の寄付は禁止。
有権者が求めることも禁止。

お歳暮やお年賀 入学祝・卒業祝 病気見舞い 秘書などが代理で出席す
る場合の結婚祝

贈
ら
な
い

求
め
な
い

受
け
取
ら
な
い

秘書などが代理で
出席する場合の葬

式の香典

町内会の集金や旅行
などの催物への寸志

や飲食物の差入

落成式・開店祝の花輪

葬式の花輪・供花

お祭りへの寄附や差入 地域の運動会やスポ
ーツ大会への飲食物

の差入

政治家が選挙区内の人に、
お金や物を贈ることは、法律で禁止されています。
違反すると、処罰されます。
また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

寄附金禁止のルールを守って、
明るい選挙を実現しましょう。

みやこ町選挙管理委員会

地区 区分 氏名 連絡先 担当地区

勝山
地区

鶴田　正則 32-3881 下黒田１・下黒田２
天手　頼子 32-3699 池田・長川・長川団地
前田　喜代子 32-3438 上黒田１・上黒田２
小松　洋子 32-2644 小長田団地
舛田　秀子 32-4503 上野・下田・飛松・上野ヶ丘・鳥越
梅本　久男 32-3506 菩提・御手水・新町団地
日塚　忠 32-3941 図師・平尾・中久保・下久保・南陽台

民生委員・児童委員 松本　綏江 32-4106 新町・勝山苑
北野　悦次 32-3167 箕田１・箕田２・箕田３・スーパー中野裏
進　克彦 32-2624 上矢山・米山・矢山・岩熊・岩熊団地
岩田　克子 32-3184 上河内・下河内・宮原・宮原団地
木村　雅晴 32-3697 三島団地
元松　直國 32-2582 上久保１・上久保２・上久保団地
古門　興二 32-2185 上田１・上田２・勝山団地
有馬　年秋 32-3066 中黒田１・中黒田２・中黒田３・勝山

主任児童委員 福田　ミキヨ 32-2706 勝山地区

犀川
地区

髙瀬　喬規 43-5232 扇谷・帆柱
松村　紅江 42-3123 下高屋
藤河　八千代 42-3085 上本庄・桜台
中村　由紀江 42-0031 下本庄
大和田　利夫 42-0703 大熊
白石　忠孝 42-2937 喜多良・鐙畑
中山　公生 42-0911 谷口・松坂・生立
田中　靜枝 42-0936 崎山・柳瀬

民生委員・児童委員 山下　成子 42-1067 木山・花熊
林　雅彦 42-1404 山鹿・今里・陽の里
森　初美 42-3220 上高屋
松尾　楊子 42-0747 末江・久富・続命院
中村　知嗣 42-0312 古川・八ツ溝・中本庄
宮脇　靖季 42-0992 大坂・大村
和田　矩志子 42-2257 内垣・犬丸
中村　重子 42-1972 下木井・上木井
富永　八重子 42-1527 横瀬
長野　康秋 43-5109 下伊良原
田中　末美 43-5027 上伊良原

主任児童委員 岩田　美智枝 42-3173 犀川地区
宮崎　利惠子 42-0339 犀川地区

豊津
地区

溝口　正敏 33-2509 下原
安本　仁美 33-5525 二月谷
岩井　小夜子 33-3457 東甲塚・西甲塚
門田　玖代 33-2453 上原・吉岡・布引
波多野　辰嘉 33-4405 台ヶ下・上坂
吉村　武彦 33-3725 錦町上・錦町下
宮本　キクヱ 33-4175 彦徳・高崎
松尾　佳子 33-3758 綾野
鶴田　弘子 33-2418 田中・有久
林　利晴 33-2362 徳政

民生委員・児童委員 久保　光雄 33-2649 国作・惣社
棚田　啓子 33-2380 節丸上・節丸下
宮本　常男 33-3557 徳永
秋吉　満直 33-2344 錦ヶ丘上
柴藤　勇 33-3184 光冨・光冨団地・西区
立園　和子 33-2736 錦ヶ丘下
久末　智子 33-3477 長養
梶谷　敦子 33-4787 緑ヶ丘
笹原　千津子 33-2388 台ヶ原
内田　猛 33-3549 国分
村田　富雄 33-2545 呰見

主任児童委員 植村　加津子 33-2128 豊津地区
神部　愛子 33-3193 豊津地区

                             みやこ町民生委員・児童委員及び主任児童委員  
	 	 平成 19 年 12月 1日現在：順不同 ( 敬称略 )
	 	 任期：平成 19年 12月 1日～平成 22年 11月 30日
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平成20年4月1日から
後期高齢者医療制度

がスタートします

　平成 20 年４月から、現行の老人保健制度が「後期高齢者医療制度」
に変わります。75 歳以上の高齢者のみなさんは、これまでの国民健康
保険や被用者保険から後期高齢者医療制度に加入することになります。
　この医療制度の運営主体として、県内 66 市町村すべてが加入する「福
岡県後期高齢者医療広域連合」が「健康保険法等の一部を改正する法律」
に基づき設立されました。県内市町村と協力・連携して後期高齢者医療
事務を広域にわたり柔軟かつ効率的に行い、制度を安定的に運営します。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
が
決
ま
り
ま
し
た

成
20
年
４
月
か
ら
の
、

75
歳
以
上
（
一
定
の
障

害
の
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
の

人
が
被
保
険
者
と
な
っ
て
加
入

す
る「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

保
険
料
率
は
、
保
険
料
の
算

定
に
用
い
る
被
保
険
者
均
等
割

額
と
所
得
割
率
を
い
い
、
県
内

に
住
む
被
保
険
者
の
医
療
費
の

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。

保
険
料

・
保
険
料
は
、医
療
給
付
費
（
総

医
療
費
か
ら
自
己
負
担
分
を
除

い
た
費
用
）
の
約
１
割
を
被
保

険
者
全
員
（
福
岡
県
約
51
万
人

み
や
こ
町
約
３
５
０
０
人
）
で

負
担
し
ま
す
。

・
被
保
険
者
、
一
人
一
人
が
納

付
し
ま
す
。

・
保
険
料
の
額
は
、
被
保
険
者

全
員
が
等
し
く
負
担
す
る
被
保

険
者
均
等
割
額
と
、
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
被
保
険
者
が

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得

割
額
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

【保険料計算式】

保険料＝ 被保険者均等割額 ＋ 所得割額
　　　＝ 50,935 円 ＋〔総所得金額など－33 万円 ( 基礎控除 )〕× 9.24％（所得割率）
　※保険料の最高限度額は 50 万円 ( 年額 ) です。

※総所得金額などとは、前年中の「公的年金収入－公的年金等控除」、「給与収入－給与所得控
除」、「事業収入－必要経費」などで、各種所得控除前の金額です。

※公的年金収入のみの人は、年金額が 153 万円以下の場合、所得割額はかかりません。

軽減措置
　○世帯の総所得金額などに応じて、均等割額が軽減されます。
軽減割合　住民票上の同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額などの合算額
７割軽減 33万円(基礎控除額 )以下の世帯
５割軽減 33万円(基礎控除額 )＋24.5万円×被保険者数(被保険者である世帯主を除く)以下の世帯
２割軽減 33万円(基礎控除額 )＋35万円×被保険者数　以下の世帯

※軽減の判定に係る総所得金額などは、「公的年金収入―公的年金など控除― 15万円」となるなど、保険料計
算の総所得金額などとは異なる場合があります。

「後期高齢者医療制度」の仕組み

医
療
費
請
求

被
保
険
者
証
の

交
付

75 歳以上の高齢者

医療機関

みやこ町
・窓口業務
・保険料徴収

福岡県後期高齢者
医療広域連合

・被保険者証の交付
・医療費の給付

被保険者証の提示
医療費の一部負担

情報提供・保険料納付

被保険者証の交付

診療
医
療
費
支
払
い

保
険
料
納
入
・

各
種
申
請

平
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税
○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
お
い
て
、
被
用
者
保
険
※

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人(

※
政
府

管
掌
及
び
組
合
管
掌
保
険
、
船
員
保

険
、
共
済
組
合
な
ど
。
国
民
健
康
保

険
は
該
当
し
ま
せ
ん)

被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
新
た

に
保
険
料
負
担
が
生
じ
る
た
め
の
緩

和
措
置
と
し
て
、
被
保
険
者
と
な
る

月
か
ら
2
年
間
は
、
均
等
割
額
が

5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
特

例
措
置
と
し
て
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
9
月
ま
で
は
保
険
料
の
負
担
は
な

く
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
3
月
ま
で

は
均
等
割
額
の
9
割
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
所
得
割
額
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

（例）平成 20 年４月に被保険者となる場合

平成20年４月～９月　　   保険料負担なし
平成20年10月～21年３月　均等割額：９割軽減、
　　　　　　　　　　　 所得割額：なし
平成21年４月～22年３月      均等割額：５割軽減、
                                                           所得割額：なし

【保険料の計算例】

・単身世帯例１：基礎年金受給者（年金収入79 万円）の場合

均等割額 (７割軽減 ) 15,280 円＋所得割額 0 円＝保険料 15,280 円 ( 年額 )

・単身世帯例２：平均的な厚生年金受給者（年金収入 201万円）の場合

均等割額 (２割軽減 )40,748 円＋所得割 44,352 円＝保険料 85,100 円 ( 年額 )

・夫婦世帯例：夫の年金収入 201万円、妻の年金収入79 万円の場合

夫：均等割額 (２割軽減 )40,748 円＋所得割額 44,352 円＝保険料 85,100 円 ( 年額 )

妻：均等割額 (２割軽減 )40,748 円＋所得割額      0 円＝保険料 40,740 円 ( 年額 )

・夫婦世帯例：夫の年金収入 300 万円、妻の年金収入79 万円の場合

夫：均等割額 ( 軽減なし)50,935 円＋所得割額 135,828 円＝保険料186,760 円 ( 年額 )

妻：均等割額 ( 軽減なし)50,935 円＋所得割額      0 円＝保険料 50,930 円 ( 年額 )

※保険料は10 円未満切り捨て。

保
険
料
の
決
定

被
保
険
者
一
人
一
人
の
保
険
料

は
制
度
開
始
後
に
決
定
い
た
し

ま
す
の
で
、
保
険
料
に
関
す
る

通
知
は
、
平
成
20
年
４
月
以
降

に
な
り
ま
す
。

納
付
方
法

・
年
金
額
が
18
万
円
以
上
で
、

か
つ
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ

た
保
険
料
額
が
年
金
額
の
２
分

の
１
以
下
の
場
合
…
…
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
（
特
別
徴

収
）。

・
先
以
外
の
場
合
…
…
納
付
書

や
口
座
振
り
替
え
で
納
付
し
ま

す
（
普
通
徴
収
）。

※
現
在
、
被
用
者
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
軽
減
に
か
か
る
特
例
措
置

の
関
係
で
、
普
通
徴
収
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

住
民
課
国
保
年
金
係　

☎
３
２
・
２
５
１
０

税
務
課
住
民
税
係

☎
３
２
・
２
５
２
５

　

住
民
課
国
保
年
金
係
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
説
明

を
随
時
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
及

び
所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て

成
20
年
度
住
民
税
・
国
民
健

康
保
険
税
及
び
平
成
19
年
分

所
得
税
の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
申
告
当
日
に
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
必
要
な
書
類
な
ど

は
事
前
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
・
・
・

○
収
入
金
額
の
分
か
る
書
類･･･

給
与

や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
・
米
や
野
菜

な
ど
の
販
売
明
細
な
ど

○
控
除
金
額
の
分
か
る
書
類･･･

生
命

保
険
料
・
損
害
保
険
料
・
国
民
年
金

支
払
い
証
明
書
な
ど

　

農
業
や
営
業
を
行
っ
て
い
る
み
な

さ
ん
に
は
帳
簿
や
収
入
明
細
や
経
費

に
な
る
領
収
書
の
整
理
を
し
て
収
支

内
訳
書
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

と
思
わ
れ
る
み
な
さ
ん
は
、
病
院
別

の
支
払
金
の
合
計
を
計
算
し
て
く
だ

さ
い
。

所得変動にかかる個人町・県民税の減額について申告をお忘れなく！
○該当者○
平成 18 年分の所得税がかかり、平成 19 年分の所得税がかからない人（以下の計算式に共に該当する人）です。
①計算式：平成 19 年度町・県民税合計課税所得金額（申告分離課税分を除く）＞所得税と人的控除の差の合計額
②計算式：平成 20 年度町・県民税
　　　合計課税所得金額＋申告分離課税所得金額　≦　所得税と人的控除の差の合計額
　○合計課税所得金額
課税総所得金額＋課税退職所得金額＋課税山林所得金額
　○申告分離課税所得金額
　　　課税長期譲渡所得金額＋課税短期譲渡所得金額＋株式などにかかる課税譲渡所得金額など
この、所得変動に伴う住民税の還付を受けるためには申告が必要となります。
平成 19 年度分の住民税を課税した市区町村へ平成 20 年 7月1日～31日までに減額申請書を提出してください。
減額する額（計算方法）
平成 19 年度の合計課税所得金額について、次のＡ－Ｂの金額
　（平成 19 年度町・県民税を税源移譲前の額まで減額）
Ａ　税源移譲後の税率（10％）を適用して調整控除を行った後の税額
　※調整控除以外の税額控除の適用を除く（100 円未満切り捨て）
Ｂ　税源移譲前の税率（5・10・13％）を適用した税額
　※税率控除前（定率減税前・平均課税の適用なし・100 円未満切り捨て）

　ただし、老年者の非課税規定の経過措置（昭和 15 年1月2日以前の生まれで、前年の合計所得金額が125 万円
以下の人）に該当している人は 2/3 の額となります。
ご不明な点などがありましたら税務課まで相談してください。

償却資産の申告について

償却資産をお持ちのみなさんは、役場に毎年1月1日現在の資産の状況などについて、1月31日までに申告して頂
くことになっていますのでお願いします。
※償却資産とは、土地・家屋以外の事業用に供する資産で、その減価償却額または減価償却費が法人税または所得
税の規定による所得の計算上損金または必要経費に算入されるものをいいます

（構築物・機械及び装置・船舶・車両及び運搬具・工具器具及び備品）
詳細については、税務課固定資産係までお尋ねください。☎ 32・2511 内線（111）

平



P10広報みやこ1月号広報みやこ1月号P11

勝山中学校 １年　島田 智
と も こ

子さん

優
秀
賞

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

　

み
な
さ
ん
は
、
地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。
地
球
温
暖
化
と
は
、

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
気
体
が
増

え
て
地
球
が
温
室
の
よ
う
に
な

り
、
地
球
上
の
温
度
が
上
が
る

こ
と
で
す
。
最
近
、
テ
レ
ビ
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
で
環
境
問
題
と

い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

こ
の
環
境
問
題
の
中
で
も
特
に

地
球
温
暖
化
は
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
温
暖
化
に
よ
っ

て
、
南
極
や
北
極
の
氷
が
溶
け

て
海
の
水
面
が
上
昇
し
、
陸
地

が
海
に
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

温
暖
化
が
こ
れ
以
上
、
進
ま
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
二
酸
化
炭

素
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　

私
は
生
活
し
て
い
く
中
で
地

球
温
暖
化
が
こ
れ
以
上
進
ま
な

い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
電

気
を
こ
ま
め
に
消
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
電
気
を
こ
ま
め
に
消

し
て
も
、
温
暖
化
防
止
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ち
が
い

ま
す
。
電
気
を
作
る
に
は
、
石

油
を
た
く
さ
ん
燃
や
さ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
石
油
を
た
く

さ
ん
燃
や
す
と
、
二
酸
化
炭
素

も
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
二
酸
化

炭
素
が
増
え
る
と
、
温
暖
化
は

さ
ら
に
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
電
気
を
こ
ま
め
に
消

す
こ
と
は
、
温
暖
化
の
防
止
に

な
る
の
で
す
。

　

温
暖
化
が
こ
れ
以
上
、
進
ま

な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
の

は
、
私
以
外
に
も
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
私
の
家
族
で
す
。
私
の

母
は
、
近
所
の
お
店
で
買
い
物

す
る
時
は
、
そ
こ
ま
で
自
転
車

で
行
き
ま
す
。
そ
れ
に
、
ス
ー

パ
ー
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
も
ら
わ

ず
に
、
家
か
ら
袋
を
持
っ
て
行

き
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
温

暖
化
防
止
の
た
め
に
、
私
の
家

族
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
た

く
さ
ん
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
が
温
暖
化
防

止
の
第
一
歩
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
温
暖
化
が
始
ま

っ
た
原
因
は
人
間
が
木
を
切
り
、

森
林
を
壊
し
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
私
達
人
間
は
自
然
が
無

く
な
る
と
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

自
然
が
無
く
な
っ
て
生
き
て

い
け
な
く
な
る
の
は
、
人
間
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
が
減

る
と
虫
が
減
り
ま
す
。
虫
が
減

る
と
川
の
魚
が
減
り
ま
す
。
木

の
命
が
虫
を
生
か
し
、
虫
の
命

が
川
の
魚
を
生
か
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
私
達
人
間

も
大
い
な
る
自
然
に
は
ぐ
く
ま

れ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。
渡

り
鳥
は
、
豊
か
な
自
然
を
求
め

て
、
は
る
か
空
の
旅
を
し
ま

す
。
渡
り
鳥
の
た
ど
り
着
く
先

に
は
、
自
然
が
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
自
然
を
守
れ
る

の
は
、
私
達
人
間
し
か
い
な
い

の
で
す
。
渡
り
鳥
の
た
め
、
そ

し
て
、
こ
の
世
に
い
る
す
べ
て

の
生
命
の
た
め
に
、
人
間
が
自

然
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
の

で
す
。
私
達
が
ふ
つ
う
に
暮
ら

し
て
い
て
も
、
温
暖
化
は
進
ん

で
い
る
の
で
す
。
こ
れ
を
止
め

る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

温
暖
化
を
止
め
る
に
は
、
こ
の

地
球
に
住
ん
で
い
る
人
間
み
ん

な
が
、
温
暖
化
の
こ
と
を
考
え
、

努
力
や
工
夫
を
し
な
い
と
い
け

な
い
の
で
す
。
私
が
住
ん
で
い

る
日
本
に
は
約
１
億
人
の
人

が
、
水
を
使
う
量
を
５
０
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
減
ら
せ
ば
、
全
国

で
５
０
０
億
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

節
水
に
な
る
の
で
す
。
私
だ
け

が
温
暖
化
を
止
め
る
た
め
に
努

力
し
て
、
何
の
意
味
が
あ
る
と

考
え
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な

が
努
力
す
れ
ば
大
き
な
力
に
な

る
と
考
え
る
こ
と
が
大
事
な
ん

で
す
。
地
球
温
暖
化
は
、
地
球

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
私
達

人
間
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

私
は
家
族
や
友
達
と
か
と
、
環

境
に
悪
い
こ
と
を
し
て
い
た
ら
、

お
互
い
に
注
意
し
あ
っ
て
、
環

境
に
良
い
生
活
を
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
知
り
合
い
の
人
に

も
、「
環
境
に
良
い
こ
と
を
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
、

日
本
そ
し
て
、
世
界
に
ま
で
届

い
て
く
れ
れ
ば
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
地
球
に
は
温
暖
化

以
外
に
も
環
境
問
題
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
ご
み
問
題
で
す
。

最
近
、
ご
み
が
非
常
に
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
ご
み
問
題
も
、

み
ん
な
が
努
力
す
れ
ば
、
ご
み

は
減
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
が
努
力

す
れ
ば
、
地
球
上
に
あ
る
環
境

問
題
は
、
対
処
で
き
る
と
私
は

思
う
の
で
す
。
み
な
さ
ん
も
環

境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

犀川中学校 ２年　川下 史
ふ み か

華さん

最
優
秀
賞

環
境
破
壊

　

今
、
地
球
は
「
環
境
破
壊
」

と
い
う
大
き
な
問
題
を
か
か
え

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
う
し
て
い
る
間

に
も
少
し
ず
つ
地
球
の
環
境
は

崩
れ
て
い
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
だ
と
地
球
の
未
来
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
私
た
ち
の
未
来
は
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

環
境
破
壊
の
大
き
な
原
因
は
、

人
類
が
よ
り
良
い
生
活
を
目
指

し
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
を
大
量
に
使
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
作
り
出
す
社
会
を
発

達
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

経
済
的
な
発
展
と
引
き
換
え
に
、

環
境
に
大
き
な
負
担
を
か
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

便
利
に
な
っ
て
い
く
世
の
中
に

満
足
し
、
自
分
が
よ
け
れ
ば
そ

れ
で
い
い
と
い
う
考
え
を
も
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
環
境
問
題
に
つ
い

て
知
り
な
が
ら
も
、
見
て
み
ぬ

ふ
り
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
酸
性
雨
、

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
、
地
球
温
暖
化
、

異
常
気
象
な
ど
全
地
球
規
模
の

気
候
の
変
化
が
顕
著
に
な
っ
て

く
る
に
つ
れ
、
人
々
の
環
境
に

対
す
る
関
心
は
徐
々
に
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
環
境
ブ
ー
ム
と

も
い
え
る
「
環
境
に
や
さ
し
い
」、

「
地
球
に
や
さ
し
い
」
製
品
が
話

題
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
人

で
も
多
く
の
人
が
環
境
を
考
え
、

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
運
動
の
一
部
で
は
、

世
界
中
が
協
力
し
て
地
球
温
暖

化
を
防
ご
う
と
い
う
国
連
の
地

球
サ
ミ
ッ
ト
や
先
進
国
が
先
頭

に
立
っ
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
減
ら
そ
う
と
約
束
し
た
京

都
議
定
書
な
ど
新
し
い
社
会
を

つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
会
議

で
は
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
総

排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
先
進
国
全
体

で
は
２
０
１
０
年
ま
で
に
５
．

２
％
削
減
を
目
標
と
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
の
他
に
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
市
民
活
動
、
国
家
的
な
取

り
組
み
、
企
業
の
取
り
組
み
が

あ
り
、
環
境
破
壊
を
く
い
止
め

る
、
も
し
く
は
環
境
を
復
元
す

る
こ
と
を
目
指
す
運
動
は
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
運
動
だ
け
で
は
な

く
、
も
っ
と
身
近
な
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
考
え
直
す
こ
と
も
必

要
で
す
。
た
と
え
ば
、
も
の
を

大
事
に
し
た
り
、
使
い
捨
て
を

減
ら
せ
ば
、
資
源
の
無
駄
使
い

を
減
ら
し
た
り
新
た
な
製
品
を

作
る
際
に
発
生
す
る
汚
染
物
質

で
大
気
や
水
を
汚
染
せ
ず
に
す

み
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
分
た

ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

み
る
こ
と
が
環
境
の
復
元
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
が
壊
し
た
環
境

で
す
。
環
境
を
も
と
に
戻
す
の

も
私
た
ち
が
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
地
球
の
た
め
、
自
分
た

ち
の
た
め
に
も
少
し
ず
つ
で
も

い
い
、
環
境
問
題
の
た
め
の
行

動
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「環境月間」における作文入選者決定

　毎年 6月5日は「環境の日」となっており（環境基本法）、福岡県では、６月を「環境月間」として設定しています。
みやこ町では、この「環境月間」にちなんで環境問題に関心を持っていただくため、次代を担う中学生を対象にさまざまな「環
境問題」についての作文を募集し、審査した結果、次のとおり入選者が決まりました。

　 学　校　名 学　年 氏　　　　名 題　　　　　名

最優秀賞 犀川中学校 ２年 川下 史華さん 環境破壊
優秀賞 勝山中学校 １年 島田 智子さん 地球温暖化について
佳作 伊良原中学校 １年 古谷 果奈さん 環境破壊を止めるには
佳作 豊津中学校 ３年 山下 璃子さん 環境問題について

12 月 6日、応接室で表彰式が行われました。
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た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
れ
も
、
私
達
人
間
の
手
に
よ

っ
て
起
こ
っ
て
い
る
問
題
で
す
。

人
間
の
手
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て

い
る
問
題
な
の
だ
か
ら
、
こ
の

問
題
を
解
決
で
き
る
の
は
、
私

た
ち
人
間
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
世
界
で
は
、
温
暖

化
防
止
の
た
め
の
会
議
が
ひ
ら

か
れ
た
り
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
話
し
合
い

に
参
加
し
て
い
な
い
国
も
あ
る

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
ひ
ど
く
な

る
前
に
皆
で
協
力
し
合
え
ば
、

進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

に
・
・
・
。

　

一
人
一
人
が
、
こ
の
よ
う
な

問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
、
洗
剤

を
必
要
以
上
に
使
わ
な
い
な
ど

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
は
一
人
だ

け
し
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
意
識
し
て
、
生
活

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

完
全
に
、
元
の
き
れ
い
な
地
球

に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

う
け
れ
ど
、
進
行
を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
は
ず
で
す
。
私
も
今
日
か

ら
、
生
活
を
見
つ
め
直
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
こ
の
緑
を
残
す
た
め

　

水
を
蓄
え
、
土
砂
災
害
を
防
ぎ
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
働

き
を
も
つ
森
林
。
そ
の
森
林
の
荒

廃
が
進
み
、
大
切
な
森
林
の
働
き

が
低
下
し
て
い
ま
す
。
森
林
環
境

税
は
、
荒
廃
し
た
森
林
を
再
生
し
、

健
全
な
状
態
で
次
世
代
へ
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

●
森
林
環
境
税
の
使
い
み
ち

　

荒
廃
し
た
森
林
の
再
生

○
長
期
間
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
な
ど
の
森
林
で
、
間
伐
な
ど

の
手
入
れ
を
行
い
ま
す
。

○
伐
採
後
放
置
さ
れ
た
場
所
に
、

広
葉
樹
を
植
え
て
森
林
を
再
生
さ

せ
ま
す
。

県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の
推
進

○
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し

た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
企

画
に
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

○
森
林
に
関
す
る
こ
と
や
、
森
林

環
境
税
の
事
業
に
つ
い
て
情
報
発

信
し
ま
す
。

●
森
林
環
境
税
の
し
く
み

　

県
民
全
体
で
広
く
公
平
に
ご
負

担
い
た
だ
く
た
め
に
、
個
人
・
法

人
の
県
民
税
均
等
割
に
次
の
額
を

加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

個
人
（
年
間
５
０
０
円
）

●
個
人
県
民
税
均
等
割
を
納
め
て

い
る
約
２
０
０
万
人
の
み
な
さ
ん

が
対
象
で
す
。

●
平
成
20
年
度
分
の
個
人
県
民
税

か
ら
適
用
し
ま
す
。

●
事
業
所
得
者
な
ど
は
、
住
民
税

の
納
付
書
に
よ
っ
て
、
年
4
回

（
6
・
8
・
10
・
1
月
）
に
分
け
て

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
給
与
所
得
者
は
、
6
月
か
ら
翌

年
5
月
ま
で
の
12
回
に
分
け
て
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

法
人
（
年
間
千
円
～
4
万
円
）

●
法
人
県
民
税
均
等
割
を
納
め
て

い
る
約
10
万
社
が
対
象
で
す
。

●
平
成
20
年
4
月
1
日
以
後
に
開

始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
県

民
税
か
ら
適
用
し
ま
す
。

●
法
人
県
民
税
の
申
告
時
に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
林
政
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
４
０

福
岡
県
税
務
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
０
６
３

      

ふ
く
お
か
の
森
林
を
守
る
森
林

      

環
境
税
が
平
成
20
年
4
月
か
ら

      

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

      

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

      

を
お
願
い
し
ま
す

常
気
象
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
各
地
で
最
高
気

温
を
記
録
す
る
ほ
ど
の
猛
暑
日

が
続
き
ま
し
た
。
40
度
を
超
え

た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
環

境
破
壊
は
進
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

温
暖
化
の
他
に
も
、
深
刻
な

環
境
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
工
場
か
ら
の
煙
や
自
動
車

の
排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
大
気

汚
染
。
家
庭
か
ら
流
さ
れ
て
く

る
油
や
洗
剤
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
、
工
場
排
水
な
ど
に
よ
る
川

や
海
の
水
質
汚
染
。
森
林
伐
採

に
よ
る
森
林
の
減
少
。
砂
漠
化
。

他
に
も
私
の
知
ら
な
い
問
題
は

佳
作

環
境
破
壊
を
止
め
る
に
は

　

私
の
住
ん
で
い
る
家
の
近
く

に
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
川
岸

に
は
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
が
入
っ

て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
の
ご
み
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
腐
っ
た

野
菜
や
野
菜
の
食
べ
ら
れ
な
い

部
分
な
ど
も
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
こ
の
伊
良

原
地
域
は
川
の
上
流
に
当
た
る

所
な
の
で
、
上
流
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
が
残
飯
な
ど
を
川
に

流
し
て
い
る
と
、
下
の
方
で
水

を
使
う
人
た
ち
に
と
て
も
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
に
ご
み
を
ど
ん
ど
ん

捨
て
て
い
く
と
、
水
が
汚
染
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
川
に
住
む
生

き
物
た
ち
が
住
め
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
夏
に
な
る
と

河
川
プ
ー
ル
に
他
の
地
域
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
が
遊
び
に
来
ま

す
。
そ
の
中
に
は
車
か
ら
タ
バ

コ
を
ポ
イ
捨
て
し
た
り
、
ご
み

を
投
げ
捨
て
た
り
す
る
人
も

時
々
い
ま
す
。
き
っ
と
そ
の
人

た
ち
は
、
家
ま
で
ご
み
を
持
っ

て
帰
る
の
が
め
ん
ど
う
く
さ
く

て
「
ま
ぁ
、
い
い
や
」
と
い
う

気
持
ち
で
捨
て
て
し
ま
う
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
、
前
に

そ
ば
に
ご
み
箱
が
な
く
て
、
草

む
ら
に
ご
み
を
捨
て
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
環
境

の
こ
と
な
ん
て
考
え
た
り
せ
ず
、

た
だ
持
っ
て
帰
る
の
が
め
ん
ど

う
く
さ
く
て
軽
い
気
持
ち
で
捨

て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

世
の
中
の
人
み
ん
な
が
そ
ん
な

軽
い
気
持
ち
で
そ
こ
ら
辺
に
ご

み
を
捨
て
て
い
た
ら
環
境
が
ど

ん
ど
ん
破
壊
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

環
境
が
破
壊
さ
れ
る
と
生
き
物

が
住
め
な
く
な
っ
た
り
、
空
気

も
汚
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
つ
い

に
は
、
私
た
ち
に
も
害
が
及
び

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
勝
手

な
理
由
で
ご
み
を
捨
て
て
い
る

と
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
ご

み
を
捨
て
て
い
な
い
人
た
ち
の

生
活
に
ま
で
、
悪
い
影
響
を
与

え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

確
か
に
ご
み
に
は
時
が
た
つ

と
、
土
に
か
え
っ
て
肥
料
と
な

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

時
が
た
っ
て
も
ず
っ
と
ご
み
の

ま
ま
の
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
も
の
が
ポ
イ
捨
て
さ

れ
、
環
境
を
破
壊
し
な
い
た
め

に
ご
み
処
理
施
設
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
め
ん
ど
う
く
さ
い
と
い

う
気
持
ち
を
少
し
が
ま
ん
し
て

家
ま
で
持
っ
て
帰
れ
ば
、
環
境

も
破
壊
さ
れ
ず
に
済
む
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
人
一
人

が
注
意
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
、

自
分
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
れ
ば
い
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
の
勝
手
で
環
境
が
く
ず

れ
て
い
く
と
、
生
き
物
も
住
め

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

ん
な
自
分
勝
手
な
こ
と
を
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
、
川

や
山
へ
の
ポ
イ
捨
て
を
や
め
な

か
っ
た
ら
ど
ん
ど
ん
環
境
が
破

壊
さ
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
私
は
、
自
分
の
出
し
た

ご
み
は
自
分
で
持
ち
帰
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と

だ
と
思
う
け
ど
、
な
か
な
か
で

き
て
い
な
い
こ
と
な
の
で
心
が

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
さ
ら
環
境
破
壊
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
け
ど
、
一
人
一

人
が
心
が
け
て
い
け
ば
少
し
ず

つ
回
復
し
て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
世
界
中
の
人
が

環
境
を
守
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

を
な
く
し
て
く
れ
た
ら
い
い
な

と
私
は
思
い
ま
す
。

伊良原中学校	１年　古谷	果
か な

奈さん

佳
作

環
境
問
題
に
つ
い
て

　

酸
性
雨
、
砂
漠
化
、
地
球
温

暖
化
。
今
、
地
球
上
で
は
、
様
々

な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
問
題
の
中
で
も
、
特
に
今
、

私
た
ち
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
は
、
自
然
環
境
の
破

壊
に
つ
い
て
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
、
石
油
や
石

炭
を
燃
や
し
た
こ
と
か
ら
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
に
よ
っ
て
、
地
球
の

温
度
が
上
昇
す
る
現
象
で
す
。

こ
の
ま
ま
、
温
暖
化
が
進
ん
で

い
く
と
、
１
０
０
年
間
で
気
温

が
２
度
上
が
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。「
た
っ
た
２

度
？
」
な
ん
て
思
い
ま
す
が
、

こ
の
た
っ
た
２
度
で
、
海
面
の

水
位
が
上
が
り
、
陸
が
海
に
沈

ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
が
で
き
て

し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
こ

の
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
異豊津中学校	３年　山下	璃

り こ

子さん
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募集中

新
型
レ
ト
ロ
調
車
両

愛
称
募
集

デ
ザ
イ
ン　

上
の
と
お
り
（
外
観
は

マ
ル
ー
ン
（
茶
系
）
に
ゴ
ー
ル
ド
の

ラ
イ
ン
を
施
し
、
車
内
は
床
、
手
す

り
を
木
目
調
で
仕
上
げ
た
豪
華
な
雰

囲
気
）

募
集
内
容　

新
型
レ
ト
ロ
調
車
両
の

愛
称
（
み
ん
な
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
る
愛
称
）

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
可
能

で
す
、
た
だ
し
未
発
表
の
も
の
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法　
「
へ
い
ち
く
ネ
ッ
ト
」
ま

た
は
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ご
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
新
型
レ
ト
ロ
調
車
両
の
愛
称
名

②
愛
称
命
名
の
理
由

③
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
ま
た

は
学
校
名
と
学
年
、
連
絡
先
を
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

当
Ｈ
Ｐ
「
お
問
い
合
わ
せ
」

か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

住
所　

〒
８
２
２
・
１
２
０
１　

田
川
郡
福
智
町
金
田
１
１
４
５
・
２

平
成
筑
豊
鉄
道
株
式
会
社　

「
新
型
レ
ト
ロ
調
車
両
愛
称
募
集
」
係

応
募
期
間　

1
月
31
日
㈭
ま
で
（
当

日
消
印
有
効
）

結
果
発
表　

厳
正
な
る
審
査
の
上
、

2
月
中
旬
に
採
用
者
に
通
知
い
た
し

ま
す
。
採
用
さ
れ
た
愛
称
が
複
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

発
表
・
表
彰　

3
月
9
日
㈰
開
催
予

定
の
「
新
型
レ
ト
ロ
調
車
両
お
披
露

目
試
乗
会
」
に
て
愛
称
の
発
表
、
表

彰
を
行
い
、
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

そ
の
他

○
最
優
秀
作
品
は
車
両
に
命
名
さ

れ
、
車
両
に
記
載
し
ま
す
。

○
3
月
9
日
㈰
開
催
予
定
の
「
新
型

レ
ト
ロ
調
車
両
お
披
露
目
試
乗
会
」

に
採
用
者
を
ご
招
待
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
会
場
ま
で
の
交
通
費
に
つ
い

て
は
負
担
い
た
し
ま
せ
ん
）。

○
応
募
作
品
は
平
成
筑
豊
鉄
道
に
帰

属
し
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
や
一
切
の
権

利
は
、
平
成
筑
豊
鉄
道
に
帰
属
さ
れ

ま
す
。

○
採
用
作
品
に
つ
い
て
は
、
平
成
筑

豊
鉄
道
の
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
に
広
く
活
用
し
ま
す
。

3 月にデビューします SPORTS

第
２
回
み
や
こ
町
Ｂ
＆
Ｇ
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
日　

２
月
17
日
㈰

受
付
時
間　

８
時
35
分
～
８
時
50
分

（
な
お
、
受
け
付
け
及
び
開
会
式
は
、

み
や
こ
町
豊
津
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
行

い
ま
す
）

会
場　
　

○
み
や
こ
町
豊
津
体
育
館　

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
、
ト
リ
ム
の
部
シ

ル
バ
ー
、
初
心
者
の
部

○
み
や
こ
町
豊
津
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

ト
リ
ム
の
部
フ
リ
ー

（
参
加
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
会
場
の
変
更

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

参
加
資
格　

町
内
及
び
近
郊
で
主
に

活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム

初
心
者
の
チ
ー
ム
大
歓
迎
で
す
。

①
ト
リ
ム
の
部
（
大
人
男
女
混
成
４

人
で
行
う
）

・
フ
リ
ー

・
シ
ル
バ
ー
（
４
人
の
合
計
年
齢
が

１
８
０
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
）

・
初
心
者
（
経
験
が
浅
く
興
味
は
あ

る
が
、
大
会
の
出
場
経
験
が
少
な
い

チ
ー
ム
）

（
男
性
２
人
・
女
性
２
人
、
た
だ
し
女

性
が
多
い
場
合
は
良
い
）

②
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

大
人
女
性
４
人
で
行
う

申
込
締
切　

１
月
31
日
㈭
期
限
厳
守

参
加
費　

１
チ
ー
ム　

千
円

（
大
会
受
け
付
け
時
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

お
申
し
込
み
先　

生
涯
学
習
課 

体
育
係

☎
３
３
・
３
１
１
４

「若者から中高年齢者層まで幅広く
誰にでもバレーボールを楽しめる」
をキャッチフレーズに普及してきた
ソフトバレー（レクリェーションス
ポーツ）の大会を開催します。ソ
フトバレーボールを通して親睦を深
め、さわやかな汗を流しましょう。

　

ま
ち
の
将
来
を
考
え
る
！
住
民
参

画
型
！

　
「
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き
る
」
を
テ

ー
マ
に
今
日
の
高
齢
化
社
会
を
、
心

を
豊
か
に
生
き
が
い
に
満
ち
た
人
生

を
送
る
た
め
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時    

1
月
15
日
㈫
19
時
～

場
所　

み
や
こ
町
役
場
３
階
大
会
議
室

講
師 　

三
浦
清
一
郎
さ
ん

（
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
家
）

主
催　

み
や
こ
町
男
女
共
同
参
画
ま

ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ
先人権

男
女
共
同
参
画
課

「
み
や
こ
町
出
前
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

 Forum いまこそ聞きたい「男女共同参画」

↑ 11 月 19 日に中央公民館（犀川）で開催された
フォーラムの風景。講師は三浦清一郎さん。

event まちがもっと楽しくなる

み
や
こ
町
消
防
出
初
式

日
時　

１
月
12
日
㈯
10
時
～

場
所　

犀
川
運
動
公
園

(

雨
天
時
：
犀
川
体
育
館)

犀
川
、
勝
山
、
豊
津
方
面
隊
の
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
１
チ
ー
ム
ず
つ
模
範
ポ

ン
プ
操
法
の
披
露
を
行
い
、
そ
の
後

生
立
神
社
ま
え
今
川
河
川
敷
に
て
祝

賀
放
水
を
行
い
ま
す
。

み
や
こ
町
成
人
式

日
時　

1
月
13
日
㈰
10
時
開
式

（
受
け
付
け
9
時
～
9
時
50
分
）　

会
場　サン

・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

昭
和
62
年
4
月
2
日
～
昭

和
63
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た

人お
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

気持ちのいい汗を流してみやこのアレ
コレ

学級名 実施日 時間 場所 講師 ・ テーマ

犀川女性学級 1 月 16 日㈬
13 時 30 分～
14 時 40 分

中央公民館
新行橋病院院長鶴﨑直邦
「ボケてたまるか」

豊津平成学級 1 月 17 日㈭
10 時 30 分～

12 時
豊津公民館 福岡地方検察庁 「裁判員制度」

勝山女性学級　　　
　　　　　　

1 月 16 日㈬
　　  18 日㈮

9 時～ 12 時 サン ・ グレートみやこ行永紀代江 「布ぞうり作り」

犀川ふれあい大学 1 月 18 日㈮
9 時 30 分～

12 時
中央公民館

みやこ町長白石春夫 「行政について」
博物館学芸員「豊津の文化財について」

豊津女性学級 1 月 24 日㈭
10 時～

11 時 30 分
豊津公民館

京築広域圏消防本部豊前消防署みやこ
分署 「防火について」

城井さわやか大学 1 月 24 日㈭
9 時 30 分～
12 時 20 分

城井地区学習等供用施設
みやこ町役場城井出張所

みやこ町長白石春夫 「行政について」
博物館学芸員「豊津の文化財について」

勝山たちばな大学 1 月 25 日㈮
13 時 30 分～

16 時
ゆいの郷陶芸館 川本義継 「陶芸教室」

伊良原ふれあい大学 2 月 7 日㈭ 10:00 ～ 14:00 伊良原ふるさと会館
みやこ町長白石春夫 「行政について」
博物館学芸員「豊津の文化財について」

１
月
の
女
性
学
級
・
高
齢
者
学
級

学びの場 お問い合わせ先　生涯学習課社会教育係（☎ 33・3114）
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1
みやこ

話
題
の

睦
月

行橋署（署長　野山信二さん）の中庭で署員と来賓 120
人が集まり、年末年始の防犯活動の一環である特別警戒
出動式が行われました。

おいしいごはんで大きくなろう　　
－県知事が犀川小学校を訪問－

11月30 日、麻生渡福岡県知事が犀川小学校を訪れ、２年生
児童と一緒に給食を楽しみました。これは『知事と一緒に食べる
新米「夢つくし」給食』という催しで、平成 10 年度から年に１回、
知事が県内の小学校を訪れています。
　児童が「福岡県産米～、うまい、うまい！」と振りつきで歌を披
露すると、会場は一気に和やかな雰囲気に。地元で作られた食材
をたっぷり使った給食を、みんな残さずおいしそうに頬張っていま
した。

チャリティーオークションの売上金を寄付

みなさんの気持ちに応えるために
－社会福祉協議会へ寄附－

　11月21日、みやこ町イベント運営委員会（会長　
白石春夫町長）から社会福祉協議会（会長　梅本正
さん）へ産業祭でのチャリティーオークションの売上
金を寄付しました。
この社会福祉協議会への寄付活動は旧犀川町から続
けられ、今年度の売上金は 8 万円でした。
社会福祉協議会の梅本会長は「福祉の充実のた
め、大事に使います」と語っていました。
　また、産業祭でチャリティーオークションに
参加していただきましたみなさん、本当にあり
がとうございました。

錦町の活性化のため
－錦町花街道フェスタ開催－

　12 月2日に錦町公民館とその周辺で花街道フェスタが開催されました。このフ
ェスタに先駆け11月4日にはパンジーなどの鉢植え約 2,000 個を準備し、住宅
や商店に配布して496 号沿いに花を飾りました。このフェスタを開催する錦町花
街道友の会（会長　石山邦雄さん）は、イベント当時はもちつき、バザー、ぜん
ざいなどの販売を行い、錦町の活性化を図っていました。
このイベントはみや
こ町ゆめづくり事業
費助成事業の対象イ
ベントです。

みやこ町ソフトバレーボール大会
－スポーツの結果－

１２月２日（日）に開催された大会の結果です。
（トリムフリーの部）優勝はバイキング、準優勝は
THUNDER。

（レディースの部）優勝はダックス A、準優勝は椿姫。
（シルバーの部）優勝はとよつイースト、準優勝は We　
Love　バレー B でした。 ↑中村紘一副町長から梅本正会長へ寄附金が渡されました

すべての人が笑顔でいられるように　
－第 2 回みやこ町人権のつどい－

　12 月８日にサン・グレートみやこで「人権のつどい」が開催されました。
この「人権のつどい」は毎年12 月4日から11日までの人権週間中に開
催され、すべての人の人権が尊重される運動となるよう努め、人権問題
の根本的解決をめざしていくことを目的としています。
今年は津軽三味線演奏者の長谷川一義さんとタレントのなべおさみさ
んを講師にお迎えし、人権啓発講演が二部構成で行われました。
第一部では長谷川さんの生い立ちの話を交えながら、関西の津軽三味
線トップで活躍する技を披露し、第二部ではなべおさみさんが日本の
歴史そして自身の不遇時代の話などを講演していただきました。

日ごろの研鑽が認められ
－福岡県農林水産まつり－

　11 月 17、18 日に福岡市で開催された「第 16
回福岡県農林水産まつり」において、福岡県農林
水産まつり農林水産賞　優秀賞　農産部門に犀川
地域の大熊区の営農組合「農事組合法人くまわり
ファーム」と園芸部門に「福岡勝山農業協同組合
　勝山ネギ部会」のそれぞれが受賞されました。
同じく、福岡県農林水産業特別功労者として犀川
東部土地改良区理事長の松尾正俊さんが表彰され
ました。

↓ 2,000 個が用意された鉢植え。
この花に水をやることで、近所づき
あいがより活発化することを狙って
います。

←多くのテントが並んだ錦町公
民館横。公民館内にも写真や花
が並び、訪れた人たちを和ませ
ていました。

↑ユーモアのある話で場内をわかせていました ↑子どもたちと机を並べて、給食を食べる麻生渡県知事

↑写真はレディースの部で優勝したダックス A



P1�広報みやこ1月号広報みやこ1月号P1�

コツ骨貯筋対象 ＢＣＧ予防接種 （要予約）

持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 日　程 31日㈭
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） 時　間 受け付けは13時30分～14時

場　所 日　程 場　所 ゆいの郷
勝　山 ゆいの郷 8・15・22・29 日㈫ 対象児 生後３～６か月未満児

犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 10・24日㈭ 持参品 母子健康手帳
犀　川 城井出張所 17日㈭

伊良原出張所 31日㈭ 乳児健診
豊　津 すどりの里 11・18・25日㈮

時　間 受け付けは13時30分～14時
若返りパワーアップ教室 対象児 生後4・7・12か月児

（対象者には個別通知します）
持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 場　所 日　程
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 11日㈮

場　所 日　程 すどりの里 15日㈫
勝　山 ゆいの郷 9・16・23・30日㈬ ゆいの郷 17日㈭

犀　川 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 8・22・29日㈫
城井出張所 15日㈫

時間 13時30分～14時30分（受け付けは13時～）
場　所 日　程

豊　津 すどりの里 10・17・24・31日㈭

平成19年度初心者男性料理教室
“男子厨房に入らず”とはひと昔前の話。自分で食事の管理が
できないと自分の体を守れない時代です。料理をしてみたい、

栄養に興味がある男性はぜひ参加してみませんか？
この教室は予約が必要です

1歳半・3歳児健診

時　間 受け付けは13時30分～14時
期　間 １月～３月で計６回 （対象者には個別通知します）
場　所 すどりの里 場　所 日　程
持ち物 毎回米１合、エプロン、筆記用具 すどりの里 16日㈬
対象者 町内の男性 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 18日㈮
日程 内容 ゆいの郷 24日㈭

1月25日㈮ お話～メタボリックシンドローム予防とバランス
よい食事とは？男性料理教室OB会と食事会 ひまわり教室（ことばと発達の相談） （要予約）

2月7日㈭ おいしい・かんたん健康料理Ⅰ
簡単どんぶり、和え物 日　程 9㈬・22㈫・23㈬・30日㈬

2月14日㈭ おいしい・かんたん健康料理Ⅱ 時　間 予約制（1人1時間程度の個別相談）
ブリだいこん、酢の物 場　所 すどりの里

2月28日㈭ おいしい・かんたん健康料理Ⅲ 内　容 乳幼児の言葉や発達面での相談　など
炊き込みごはん、温サラダ 対象者 町内の乳幼児とその保護者

3月6日㈭ おいしい・かんたん健康料理Ⅳ
ホイル包み焼き、和え物

3月19日㈬ おいしい・かんたん健康料理Ⅴ
手づくり弁当を持ってウォーキング！

時間　9時30分～13時（ただし、1月25日は10時～12時）
参加費は無料です。なお、内容は変わることがありますので
ご了承ください。
予約先　健康づくり課

体操、教室及び保健事業については以下までお問い合わせください

健診・教室などのご案内 健康づくり課（勝山）☎ 32・27251月

＊
あ
な
た
の
高
血
糖
暦
は

何
年
目
？

　

昨
年
、
国
保
加
入
者
千
五
百
人

を
対
象
に
、
健
診
受
診
の
動
向
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
健
診
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
人
の
理
由
の
第
１

位
は
「
何
か
あ
れ
ば
病
院
に
い
く

か
ら
」
で
し
た
。　

　

し
か
し
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞

な
ど
発
症
さ
れ
た
人
が
言
わ
れ
る

の
は
「
血
圧
が
高
か
っ
た
け
ど
後

は
ど
う
も
な
か
っ
た
」「
血
糖
値
が

高
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る
け

ど
自
覚
は
な
い
し
、
そ
れ
以
外
は

何
も･･･

」
と
い
う
言
葉
で
す
。「
何

か
あ
っ
た
と
き
＝
重
症
化
し
て
そ

の
後
の
将
来
に
も
影
響
が
生
じ
る

と
き
」
な
の
で
す
。

　

特
に
糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
か
ら
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
10
～
20
年
後
に
は
、
そ
の

多
く
が
失
明
や
足
の
切
断
、
透
析

な
ど
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
受
け
て
い
い
こ
と
づ
く
め

　
　

保

健師がお答えします

　

医
療
制
度
改
革
の
大
き
な
柱
で

あ
る
生
活
習
慣
病
予
防
。
国
は
健

診
受
診
の
必
要
性
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
保
険
者
に
目
標
値
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
値
が
達

成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
平
成
25
年
度

か
ら
後
期
高
齢
者
支
援
金
（
※
）

の
負
担
が
加
算
さ
れ
、
０
～
74
歳

の
人
の
保
険
料
が
高
く
な
る
恐
れ

も
あ
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
み
や
こ
町
の

国
保
の
場
合･･･

　

平
成
25
年
度
の
目
標
受
診
率
は

65
％
で
す
が
、
み
な
さ
ん
、
平
成

19
年
度
の
40
～
74
歳
ま
で
の
人
の

受
診
率
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
率
な
ん
と
、
19
％
！

　
「
健
診
を『
受
け
る
』『
受
け
な
い
』

が
個
人
の
自
由
」
で
は
済
ま
さ
れ

ず
、
み
な
さ
ん
の
保
険
料
に
跳
ね

返
る
と
い
う
時
代
で
す
。

＊
た
だ
、
健
診
を
受
け
る
だ
け
で

も
健
康
に
効
果
が
？

　

今
ま
で
健
診
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
人
と
全
く
受
け
た
こ
と
が
な

い
人
と
の
医
療
費
の
比
較
を
し
た

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に

は
歴
然
と
し
た
差
が
生
じ
て
い
ま

し
た
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
脳
梗
塞
や
心
疾

患
、
糖
尿
病
の
合
併
症
で
あ
る
透

析
な
ど
の
重
症
化
予
防
に
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
デ
ー
タ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
健
診
を

受
け
、
ご
自
分
の
身
体
の
こ
と
、

そ
の
将
来
的
な
こ
と
、も
っ
と
も
っ

と
知
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

５
年
間
で
ど
こ
ま
で
目
標
値
に

近
づ
く
か
が
、
当
面
の
目
標
に
な

り
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
だ
れ
の

た
め
で
も
な
く
、
ご
自
分
の
大
切

な
身
体
の
た
め
、
お
財
布
の
た
め

で
す
。

　

い
ち
個
人
の
受
診
行
動
が
町
の
、

そ
し
て
国
の
財
政
構
造
ま
で
変
え

ら
れ
る
と
い
う
の
は
す
ご
い
影
響

力
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

＊
後
期
高
齢
者
支
援
金

　

平
成
20
年
度
か
ら
75
歳
以
上
を

対
象
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
75
歳
以
上
の
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
除
い
た
う

ち
、
4
割
を
後
期
高
齢
者
支
援
金

と
し
て
各
保
険
者
の
0
～
74
歳
の

保
険
料
で
賄
わ
れ
ま
す
。

＊
特
に
40
～
74
歳
ま
で
の
人
は･･･

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
人
に
つ
い
て
は
、
国

保
や
社
保
と
い
っ
た
『
医
療
保
険

者
』
に
健
診
や
そ
の
後
の
保
健
指

導
の
実
施
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
は
健
診
の
対
象

者
は
、
み
や
こ
町
で
は
国
保
加
入

者
、
そ
れ
以
外
の
医
療
保
険
者
で

は
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る
被
保

険
者
（
扶
養
者
も
含
む
）
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
加
入
す
る
医
療

保
険
者
か
ら
指
定
さ
れ
た
方
法
で

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

先
記
以
外
の
年
齢
層
の
人
の
健

診
方
法
も
多
少
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
広
報
な
ど
で
健

診
に
関
す
る
情
報
を
逃
さ
な
い
よ

う
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

＊
健
診
受
診
率
な
ど
に
よ
っ
て
保

険
料
が
加
算
さ
れ
る
恐
れ
も･･･

健診受診 差額
あり なし （円）

腎障害 70,570 143,670 73,100
心疾患 51,383 78,290 26,907
脳血管疾患 62,370 82,210 19,840
 A 市の H12 ～17 年度中に 1 回以上、健診受
診した人とそうでない人との H17．5 月の医療
費の比較

健
診
の
ス
ス
メ

医療費の比較
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こんにちは、食進会です

レ シ ピッ！
新春のお慶びを申し上げます
　わたしたち食進会も３町合併によって、みやこ町食
進会として大きな組織となりました。
行政をはじめ各地域、そして小・中学校関係者のみな
さんのご指導・ご協力をいただき無事活動ができまし
たことを会員一同うれしく感謝しています。
　食育基本法が施行され、国が食生活の重要さを真
正面から取り組むこととなりました。
思えばゆりかごから人生の終わりまで食の恵は切って
も切れない問題で健康には欠かせないことです。この
ことを踏まえ、みやこ町食進会として昨年は主に小・
中学校の児童や生徒たちとの通学合宿やふれあい調
理活動などのお手伝いをしました。
　これからも研修活動、各地域との交流そしてふれあ
い事業などを頑張りたいと思っています。今後とも地
域の中の食進会をよろしくお願いします。わたしたち
にできることがあれば、声かけをしていただけるとう
れしい限りです。最後にみなさんのご健康とご多幸を
心からお祈り申し上げます。

ブロッコリーと厚揚げの含め煮
（材料 4 人分）

甘鮭　　　　　　３きれ
酒　　　　　　　大さじ１
だいこん　　　　350 ｇ　　　
さといも　　　　４個
にんじん　　　　１本
春菊　　　　　　１束
だし　　　　　　４カップ
白みそ　　　　　60ｇ
酒かす　　　　　50ｇ　

（作り方）
作り方
①鮭は一口大に切り、骨を除いて
酒をふっておく。
②だいこんにんじんは乱切りにする。
③さといもは皮をむき、塩でもんでぬめりを取る。３つ
に切る。
④春菊は３㎝長さに切る。
⑤鍋に①を入れて中火にかけ、②③④を加えてやわらか
くなるまで煮る。
⑥酒かすを煮汁で溶き、鍋に加える。春菊はかたいと
ころを先に入れて少し煮る。（一人分栄養価）

ｴﾈﾙｷﾞｰ 繊維
318kcal 3.0g

行
い
、
学
校
の
美
化
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
11
月
の
ス
ポ
ー
ツ

集
会
で
は
、班
ご
と
に
六
つ
の
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

上
級
生
は
下
級
生
の
お
世
話
を
し

な
が
ら
、
上
級
生
と
し
て
の
自
覚

が
育
っ
て
い
ま
す
。

鼓
笛
演
奏の

他
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
に
あ
る
福
祉
施
設
と
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
見
学

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
運
動
会

で
演
奏
し
た
鼓
笛
演
奏
を
聴
い
て

い
た
だ
い
た
り
す
る
交
流
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
で
生
活
を
す

る
人
達
や
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人

達
と
の
交
流
と
通
し
て
、
そ
の
み
な

さ
ん
の
思
い
や
苦
労
を
知
り
、
互
い

に
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
て

校
と
節
丸
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

広
場
推
進
委
員
会
と
連

携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

そ
の
一
つ
と
し
て
一
年
間
を
通
じ

て
田
植
え
、
稲
刈
り
、
餅
つ
き
を
全

校
児
童
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

特
に
12
月
に
実
施
す
る
餅
つ
き
大

会
で
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
も
呼
び
か
け
て
地
域
を

あ
げ
て
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
い
た
餅
は
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
福
祉
施
設
な
ど
に
届

け
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

今月の一品
お勧めレシピ

寒さが厳しい時期に入ります。体があったまる１品
です。

【学校紹介】みやこ町立節丸小学校 傑
作
選

み
や
こ
の
文
壇

犀
川
畦
道
俳
句
会

山
裾
に
赤
い
ド
レ
ス
や
曼
珠
沙
華

油
田
奈
津
枝

銀
杏
を
拾
う
僧
あ
り
ナ
ン
マ
イ
ダ
ー

田
中　

幸
生

額
広
き
ご
童
子
像
や
赤
ト
ン
ボ

岡　

悦
郎

と
よ
つ
俳
句
会

菊
枯
れ
て
焚
く
金
賞
も
銀
賞
も

松
﨑　

信
子

老
ぐ
ら
し
窓
に
干
柿
二
・
三
連

勢
島　

喜
代

お
お
寒
や
夕
日
す
と
ん
と
山
に
落
つ

西
田　

数
子

豊
津
短
歌
会　

詠
題　
「
自
由
」

束
の
間
に
沈
み
し
夕
陽
が
招
く
ご
と

東
の
空
に
宵
待
ち
の
月

佐
々
木
愛
子

三
十
と
せ
き
過
ぎ
て
置
き
い
し
香
水
は

べ
つ
甲
色
し
て
い
ま
だ
匂
え
り

上
田
ス
エ
ヨ

は
ち
巻
き
も
凛
々
し
き
老
の
舟
頭
の

訛
も
よ
ろ
し
く
最
上
川
舟
頭

熊
谷
千
恵
子

父
母
逝
き
て
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
事
の
あ
り

生
ま
れ
し
家
の
灯
見
ゆ
る
部
屋
に

歳
納　

幸
子

勝
山
シ
ル
バ
ー
句
会

木
の
実
道
音
ぱ
り
ぱ
り
と
踏
み
ゆ
け
り　

筧　

留
男

山
茶
花
や
母
な
き
姪
の
髙
島
田

中
村
三
枝
子

よ
き
父
と
よ
き
母
揃
ふ
七
五
三

細
井　

肇
子

　校　長 　浦本　陽子　
　児童数 　66人
　教職員数 　14人
　所在地 　〒824-0114 みやこ町節丸728番地1
　TEL&FAX 　33・2011＆33・3411　

こ
と
も
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
毎
週
月
曜
日
の
朝
の
活

動
時
に
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
の
世

界
に
ひ
た
り
、
創
造
性
を
培
い
、
豊

か
な
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

縦
割
り
班
活
動

校
児
童
を
六
つ
の
班
に
分
け

た
縦
割
り
班
を
作
り
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
月

二
回
行
っ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
給

食
で
は
楽
し
く
会
食
し
ま
す
。
月
一

回
の
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
で
は
班
員

で
校
庭
の
草
取
り
や
ご
み
拾
い
を

地
域
の
学
校
と
し
て

域
の
学
校
と
し
て
明
治
八

年
の
創
立
以
来
、
百
三
十

年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
伝
統
の

あ
る
学
校
で
す
。
旧
豊
津
町
に
あ

り
、
目
の
前
を
祓
川
が
流
れ
、
ま

わ
り
を
田
や
畑
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
学
校
で
す
。
学
校
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
せ
ん
だ
ん
の
木
は
、

一
部
強
風
で
折
れ
ま
し
た
が
、
毎

年
初
夏
に
は
あ
お
ば
ず
く
が
や
っ

て
来
て
、
ひ
な
を
育
て
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
始
め
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
中
に
も
本
校
の
卒
業

生
が
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校

を
見
る
目
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
の
で
す

が
、
ど
な
た
か
ご
協
力
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
？
」
と
地
域
に
呼
び
か

け
る
と
、
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
率
先

し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
本

当
に
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
だ
と

改
め
て
感
じ
る
と
き
で
す
。

　

本
校
の
教
育
目
標
と
し
て
「
自
ら

考
え
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、

人
間
性
豊
か
な
児
童
の
育
成
」
を
掲

げ
、

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
少
人
数
の
良
さ
を

生
か
し
、
き
め
細
か
な
指
導
を
し
て

い
く
こ
と
や
、
一
人
一
人
に
十
分
な

体
験
活
動
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

核
に
し
て
、
節
丸
小
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
に
で
き
る
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
、
全
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
力
向
上
の
取
り
組
み

校
で
は
、
本
年
度
は
「
内

容
を
正
確
に
読
み
取
る
工

夫
を
通
し
て
、
確
か
な
読
み
の
力
を

育
て
る
国
語
科
学
習
指
導
」
と
い
う

こ
と
で
、
国
語
科
を
中
心
に
児
童
の

学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
が
、
日
本
語
の
リ
ズ

ム
や
文
体
を
体
で
覚
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
朝
の
活
動
や
全
校
集
会

で
音
読
を
し
た
り
、
毎
日
給
食
時
間

に
職
員
室
で
音
読
を
し
た
り
す
る

・
あ
き
ら
め
ず
に
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
る
子

・
友
だ
ち
を
大
事
に
し
、
仲
良
く
す
る
子

・
元
気
で
気
持
ち
の
い
い
行
動
が
で
き
る
子

地

本

全

そ

学



P��広報みやこ1月号広報みやこ1月号P��

み
や
こ
町
の
電
話
帳

総務課・議会事務局・企画調整課
財政課・人権男女共同参画課

→☎ 32-2511
住宅管理課 →☎ 32-2512
税務課・徴収対策課 →☎ 32-2515
住民課 →☎ 32-2510
介護福祉課 →☎ 32-8032
健康づくり課 →☎ 32-2725
会計課 →☎ 32-2517
建設課 →☎ 42-0153
伊良原ダム対策 →☎ 42-0152
農政課・農業委員会 →☎ 42-0151
犀川支所総合窓口課 →☎ 42-0001
上下水道課 →☎ 33-3113
教務課 →☎ 33-3112
生涯学習課 →☎ 33-3114
豊津支所総合窓口課 →☎ 33-3111
サン・グレートみやこ →☎ 32-5540
伊良原出張所 →☎ 43-5111
城井出張所 →☎ 42-0121
ゆいの郷 →☎ 32-6020
すどりの里 →☎ 33-5550
いこいの里 →☎ 42-1000
歴史民俗博物館 →☎ 33-4666

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童

募
集

■
住
民
課
■

　

平
成
20
年
度
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
申
請
を
受
付
し

ま
す

受
付
期
間　

１
月
15
日
㈫
～
２

月
８
日
㈮
（
㈯
、
㈰
を
除
く
）

受
付
場
所　

住
民
課
児
童
係
・

犀
川
支
所
総
合
窓
口
係

入
所
基
準　

放
課
後
帰
宅
し
て

も
児
童
だ
け
に
な
る
家
庭
の
小

学
校
１
年
生
～
３
年
生
の
児
童

町
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

○
勝
山
児
童
ク
ラ
ブ

☎
３
２
・
４
７
７
５

○
の
ぞ
み
保
育
園
児
童
ク
ラ
ブ

☎
４
２
・
１
２
１
２

○
飛
龍
保
育
園
児
童
ク
ラ
ブ

☎
４
２
・
２
６
１
１

○
城
井
保
育
園
児
童
ク
ラ
ブ

☎
４
２・０
２
２
３

○
の
び
の
び
幼
稚
園
児
童
ク
ラ
ブ

☎
４
２
・
０
４
０
９

開
所
時
間
（
㈪
～
㈮
）

放
課
後
～
18
時
（
勝
山
児
童
ク

ラ
ブ
は
放
課
後
～
19
時
）

土
曜
日
は
8
時
30
分
～
18
時
（
勝

山
児
童
ク
ラ
ブ
は
7
時
30
分
～
19

時
）
た
だ
し
、
日
曜
、
祝
日
、

8
月
13
日
～
15 

、
12
月
29
日

～
１
月
３
日
は
休
み
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　住

民
課
児
童
係

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
で
す
か

■
介
護
福
祉
課
■

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

3
月
31
日
で
す
。
未
請
求
の
人

は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

平
成
17
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や

父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

【
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
】

１
．
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
な
ど
の
子

３
．
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者

な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

な
か
っ
た
人
、
平
成
17
年
4
月

1
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
っ
て

姓
が
変
わ
っ
て
い
る
人
ま
た
は

遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組
み

を
し
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
）

４
．
先
の
3
以
外
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
先
の
1
か
ら
4
以
外
の
三

親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

人
に
限
ら
れ
ま
す
）

請
求
窓
口　

介
護
福
祉
課
福
祉

係
、
支
所
総
合
窓
口
課
総
合
窓

口
係

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て

■
住
民
課
■

　

平
成
19
年
12
月
か
ら
、
年
金

の
加
入
期
間
及
び
加
入
履
歴
を

通
知
す
る
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
5
千
万
件

の
未
統
合
の
記
録
を
名
寄
せ
し

た
結
果
、
記
録
が
結
び
つ
く
と

思
わ
れ
る
人
か
ら
優
先
的
に
送

り
、
そ
の
後
順
次
（
平
成
20
年

４
月
～
10
月
を
め
ど
に
）、
全
て

の
受
給
者
、
現
役
加
入
者
へ
通

知
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
に
お
届
け
い
た

だ
い
て
い
る
住
所
が
現
住
所
と

違
っ
て
お
り
、
住
所
変
更
の
届

け
出
が
お
済
で
な
い
人
は
、
大

切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。
住
所
の

変
更
・
訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
す
が
以
下
の
手

続
き
先
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

→
み
や
こ
町
役
場
住
民
課

国
保
年
金
係

○
厚
生
年
金
加
入
者　
　
　
　

→
お
勤
め
先

○
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

→
配
偶
者
の
お
勤
め
先

○
年
金
受
給
者　
　
　
　
　
　

→
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の
ご
質
問
・

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

（
受
付
時
間
）　

①
1
月
20
日
ま
で
（
12
月
29
日

～
1
月
3
日
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
）

○
㈪
～
㈮
は
8
時
30
分
～
17
時

15
分
（
た
だ
し
、
㈪{

㈪
が
休

日
の
場
合
は
翌
㈫}

は
19
時
ま

で
）

○
第
2
㈯
お
よ
び
1
月
19
日
㈯

は	

9
時
30
分
～
16
時

②
1
月
21
日
か
ら

○
㈪
～
㈮
は
9
時
～
20
時
ま
で

○
第
2
㈯
及
び
1
月
26
日
㈯
・

3
月
9
日
㈰
は
9
時
～
17
時

※
オ
ン
ラ
イ
ン
の
稼
動
時
間
に

よ
っ
て
は
、
照
会
の
回
答
を
翌

日
以
降
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

みやこ町総合観光案内所

☎ 33-5771
陽光学園おやまだ作品展（絵手紙など）

1月4日～14日 進　秀美さん

写真展

1月16日～27日
豊津文化協会
写真部

木村大瓢と安閑二人展
　1月29日～2月11日　書と刻字
なお、1月3日までは休館日です

ギャラリー案内②
①
の
農
業
経
営
主
と
同
居
の

親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
耕
作

業
務
に
従
事
す
る
者

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕

作
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人

の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主

【
申
請
期
限
及
び
提
出
先
】

　

1
月
10
日
㈭
ま
で
に
返
信
用

封
筒
に
よ
る
か
ま
た
は
次
の
と

こ
ろ
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
（
犀
川
支

所
内
）
／
勝
山
本
庁
住
民
課
／

豊
津
支
所
総
合
窓
口
課

お
問
い
合
わ
せ
先			

農
業
委
員
会

新
規
就
農
研
修
生
募
集■

農
政
課
■

　

農
業
後
継
者
や
農
業
を
始
め

よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
研
修

生
（
若
干
名
）
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
内
容

【
１
年
次　

基
本
コ
ー
ス
】

軟
弱
野
菜
、
イ
チ
ゴ
、
花
き
の

施
設
園
芸
な
ど
の
基
本
的
な
技

術
研
修

【
２
年
次　

専
門
コ
ー
ス
】

１
年
次
に
研
修
し
た
品
目
を
選

択
し
、
専
門
的
な
技
術
研
修

受
験
資
格

①
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
で

18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
者

②
志
操
堅
固
で
身
体
強
健
な
者

③
研
修
終
了
後
み
や
こ
町
内
で

農
業
を
開
始
し
、
以
後
10
年
以

上
農
業
経
営
を
行
う
と
認
め
ら

れ
る
者

試
験
方
法
（
受
付
期
間
）

　

面
接
試
験
（
随
時
受
け
付
け
）

お
問
い
合
わ
せ
先　
　

農
政
課

農
業
集
落
排
水
・
公
共
下
水
道

の
利
用
者
の
み
な
さ
ん
へ

■
上
下
水
道
課
■

　

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

及
び
公
共
下
水
道
施
設
使
用
料

は
、
住
民
基
本
台
帳
の
人
数
で

料
金
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
住
民
票
を
残
し
た

ま
ま
、
長
期
入
院
や
単
身
赴
任
、

大
学
通
学
の
た
め
下
宿
な
ど
で

長
期
不
在
に
さ
れ
る
利
用
者
の

た
め
、
使
用
料
減
免
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
（
遠
隔
地
申

請
）。

　

あ
て
は
ま
る
家
族
が
お
ら
れ

る
場
合
は
、
上
下
水
道
課
ま
で

必
要
書
類
な
ど
を
お
持
ち
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
】

①
印
鑑　
　
　

②
不
在
を
証
明
す
る
書
類

（
在
学
証
明
書
な
ど
）

【
注
意
点
】

①
申
請
は
年
度
ご
と
に
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
申
請
を
さ
れ
て

い
る
人
で
平
成
20
年
度
も
引
き

続
き
制
度
を
利
用
さ
れ
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
は
、
再
度
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。

②
不
在
を
証
明
す
る
書
類
が
提

出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
措
置

申
請
か
ら
２
か
月
た
っ
て
も
不

在
を
証
明
す
る
書
類
が
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
申
請
を

却
下
し
ま
す
。

簡
易
水
道
使
用
料
改
定

■
上
下
水
道
課
■

　

勝
山
地
区
の
簡
易
水
道
使
用

料
（
一
般
用
）
が
平
成
20
年
4

月
分
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
と

な
り
ま
す
。

基
本
使
用
料
（
10
㎥
ま
で
）

4
月
か
ら
は
２
１
０
０
円

（
3
月
ま
で
は
１
６
８
０
円
）

超
過
料
金
（
１
㎥
ご
と
）

4
月
か
ら
は
２
１
０
円

（
3
月
ま
で
は
１
６
０
円
）

メ
ー
タ
ー
使
用
料 

4
月
か
ら
は
50
円

（
3
月
ま
で
は
無
料
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課

鍛
錬
の
賜
物
で
す　
　

■
武
道
大
会
で
最
優
秀
に
■

　

10
月
21
日
、
第
29
回
行
橋
市

青
少
年
武
道
大
会
が
行
橋
市
民

会
館
で
行
わ
れ
、
少
林
寺
拳
法

勝
山
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
遺
憾

無
く
発
揮
し
、
京
築
ブ
ロ
ッ
ク

１
６
２
人
の
参
加
者
の
中
、
勝

山
ク
ラ
ブ
か
ら
次
の
２
人
の
選

手
が
最
優
秀
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

組
演
舞
（
中
高
生
有
段
者
の
部
）

原
田
真
佐
輝
さ
ん
（
育
徳
館
高

校
１
年
）

限
定
乱
（
中
学
二
・
三
年
の
部
）

今
地　

寛
樹
さ
ん
（
勝
山
中
学

校
3
年
）

INFORMATION
農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て

■
農
政
課
■

　

み
や
こ
町
で
は
農
用
地
利
用

集
積
に
よ
る
一
定
期
間
の
農
地

の
賃
借
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

申
請
を
必
要
と
す
る
人
は
、

み
や
こ
町
役
場
本
庁
住
民
課
、

犀
川
支
所
農
政
課
、
豊
津
支
所

総
合
窓
口
課
に
申
請
書
類
を
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
、
貸
し
手

と
借
り
手
の
連
名
で
作
成
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

1
月
4
日
㈮
～
25

日
㈮
（
2
月
の
農
業
委
員
会
に

て
審
査
し
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

農
政
課

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
お
忘
れ
な
く

■
農
業
委
員
会
■

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
る
に
は
、
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

行
政
駐
在
員
か
ら
申
請
用
紙
と

返
信
用
封
筒
が
回
っ
て
き
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
期
日
ま
で
に
忘

れ
ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
で
き
る
人
】

　

平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
、

み
や
こ
町
に
住
所
を
有
し
、
昭

和
63
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
、
次
の
該
当
者
で
す
。

①
10
ア
ー
ル
（
千
㎡
）
以
上
の

農
地
の
耕
作
業
務
を
営
む
者
（
農

業
経
営
主
）



P��広報みやこ1月号広報みやこ1月号P��

INFORMATION
福
祉
の
職
場
合
同
就
職
面
談
会

■
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
■

日
時　

2
月
1
日
㈮

10
時
30
分
～
16
時

（
受
付
時
間
10
時
～
15
時
）

会
場　
　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
JR
春
日
原
駅
前
）

内
容　

①
福
祉
施
設
等
と
求
職

者
と
の
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー
／

②
福
祉
関
係
資
格
相
談
コ
ー
ナ

ー
／
③
求
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
／

④
母
子
家
庭
等
求
職
相
談
コ
ー

ナ
ー
／
⑤
授
産
施
設
商
品
の
展

示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

参
加
費　

無
料

託
児　

生
後
５
か
月
か
ら
就
学

前
ま
で
の
託
児
を
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
場
合
は
１
月
18
日
㈮

ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉

法
人
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
１
０

水
墨
画
受
講
者
募
集

■
勝
山
文
化
協
会
■

　

だ
れ
で
も
簡
単
に
描
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
一
緒
に
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
歓
迎

し
ま
す
。

日
時　

火
曜
日
（
1
か
月
3
回
）

13
時
～
15
時
30
分

会
場　

勝
山
公
民
館
集
会
室

講
師　

岡
本
ト
メ
子
さ
ん

会
費　

１
か
月
・
二
千
五
百
円

お
問
い
合
わ
せ
先

水
墨
画
勝
山
教
室
代
表
・

白
川
勝
次
☎
３
２
・
２
０
７
２

く
ら
し
・
行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

■
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
■

九
州
管
区
行
政
評
価
局
で
は

北
九
州
総
合
行
政
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
（
予
約
不
要
）。

相
談
日　

毎
週
㈮
10
時
～
16
時

場
所　

小
倉
井
筒
屋
新
館
8
階

　
　
　
　
　
　
　

お
客
様
相
談
室

☎
０
９
３
・
５
３
１
・
６
７
１
０

相
談
内
容　

年
金
、
社
会
保
険
、

雇
用
・
労
災
保
険
、
労
働
条
件
、

労
務
管
理
な
ど
の
相
談 

開
設
日　

1
月
4
日
㈮

相
談
担
当
機
関

福
岡
県
社
会
保
険
労
務
士

相
談
内
容　

登
記
・
人
権
な
ど
の

相
談
（
13
時
～
16
時
） 

開
設
日　

1
月
11
日
㈮

相
談
担
当
機
関　

福
岡
法
務
局

相
談
内
容　

税
務
に
関
す
る
相
談 

開
設
日　

1
月
18
日
㈮

相
談
担
当
機
関九

州
北
部
税
理
士
会

相
談
内
容　

相
続
・
遺
言
、
借
り

地
・
借
家
、
登
記
、
金
銭
・
契

約
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
（
13
時
～

16
時
）

開
設
日　

1
月
25
日
㈮

相
談
担
当
機
関福

岡
県
司
法
書
士
会

相
談
内
容
（
行
政
一
般
の
相
談
）

開
設
日　

1
月
4
・
11
・
18
・

25
日
㈮

相
談
担
当
機
関　

九
州
管
区
行
政
評
価
局

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
１

体
験
教
室
及
び
校
内
見
学
会　

■
県
立
小
倉
高
等
技
術
専
門
校
■

　

本
校
の
施
設
や
訓
練
内
容
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
験

教
室
及
び
校
内
見
学
会
を
実
施

し
ま
す
。

日
時　

1
月
18
日
㈮
10
時
～
15
時

場
所　

県
立
小
倉
高
等
技
術
専

門
校
（
北
九
州
市
小
倉
南
区
横
代
東

町
１
・
４
・
１
）

対
象
者　

一
般
、
離
・
転
職
者

及
び
学
生

内
容　

訓
練
生
の
作
品
展
示
、

体
験
教
室
、
校
内
見
学

入
場
料　

無
料
・
粗
品
進
呈
（
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
小
倉
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
３
・
９
６
１
・
４
０
０
２

Mo
re

補
聴
器
相
談
（
1
月
）

相
談
日

8
日
・
15
日
・
22
日
㈫
（
1
日

の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
勝
山
地
区
】　

場
所　

ゆ
い
の
郷
（
娯
楽
室
）

時
間　

13
時
～
14
時

【
豊
津
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
豊
津
支
所　
　

  

時
間　

11
時
～
12
時

【
犀
川
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
犀
川
支
所

時
間　

9
時
～
10
時

行
政
相
談
（
1
月
）

【
豊
津
地
区
】

日
時   

17 
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時

場
所　

豊
津
隣
保
館

【
犀
川
地
区
】

日
時  

18
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

場
所　

 

本
庄
地
区
学
習
等
供

用
施
設
（
文
化
会
館
） 

【
勝
山
地
区
】

日
時　

21
日
㈪
13
時
～
15
時

場
所 

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

入札結果
を公表します

公共事業入札結果（指名競争・一般競
争入札）についてお知らせします。
入札日　平成19年11月12日
○蛇渕ｷｬﾝﾌ 場゚整備工事監理業務
　有限会社黒田一級建築設計事務所

2,570,000円
入札日　平成19年11月16日
○平成19年度図師・配水池築造工事
　株式会社淺沼組九州支店  94,000,000円
○平成19年度図師・配水池電気・機械設備工事
　水道機工株式会社福岡支店 84,900,000円
入札日　平成19年11月26日
○本庄地区処理施設設備改良工事
　浅野環境ｿﾘｭｰｼｮﾝ株式会社九州支店

9,500,000円
○起工4号水路改良工事
　吉村組  1,870,000円
○査定92-1号　田災害復旧工事
　有限会社田中土木工業  5,000,000円
○久保622号線道路舗装工事
　村中土木  1,430,000円
○黒田463号線道路側溝敷設工事
   大平工業  2,050,000円 
○みやこ町公営住宅ストック総合活用計画策
　定業務
　ｻﾝｺｰｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ株式会社九州支店

 3,190,000 円
○諫山135号線道路改良工事測量設計業務
　瞳設計 650,000円
入札日　平成19年11月30日
○平成19年度図師・配水池築造工事他施工
　監理業務
　日本水工設計株式会社九州支社

2,600,000円

お問い合わせ先　財政課管財係

年
末
年
始
の
診
療
時
間
の
案
内

■
行
橋
京
都
休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
■

　

行
橋
京
都
休
日
・
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
か
ら
年
末
年
始
（
12

月
30
日
～
1
月
3
日
ま
で
）
の

診
療
時
間
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
12
月
30
日
～
1
月
2
日
】

内
科
・
小
児
科　

9
時
～
18
時

／
19
時
30
分
～
翌
9
時

歯
科　

9
時
～
18
時
（
受
け
付

け
は
17
時
ま
で
）

【
１
月
３
日
】

内
科　

9
時
～
18
時
／
19
時
30

分
～
翌
6
時

小
児
科　

9
時
～
18
時
／
19
時

30
分
～
23
時

歯
科　

9
時
～
18
時
（
受
け
付

け
は
17
時
ま
で
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

行
橋
京
都

休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
・
１
３
９
９

平
成
19
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

■
行
橋
税
務
署
■

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
に
関
す
る
税
務
署
で
の

相
談
や
申
告
の
受
け
付
け
は
、

2
月
18
日
㈪
か
ら
で
す
が
、
還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
、

1
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
を
早
め
に
提
出
し
ま
す
と
、

税
金
の
還
付
も
早
く
な
り
ま
す
。

　

例
年
3
月
に
入
り
ま
す
と
税

務
署
な
ど
の
窓
口
は
大
変
込
み

合
い
ま
す
。
早
め
に
申
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
続

き
が
で
き
る
e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
㈯
・
㈰
、

祝
日
な
ど
）
は
、
税
務
署
な
ど

で
は
相
談
や
申
告
書
の
受
け
付

け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税

務
署
の
閉
庁
日
（
㈯
・
㈰
、
祝

日
な
ど
）
で
も
申
告
書
は
、
郵

送
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
収

受
箱
に
投
か
ん
す
る
こ
と
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

行
橋
税
務

署
個
人
課
税
第
一
部
門　
　

☎
２
３
・
０
５
８
０

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

変
わ
り
ま
す

■
福
岡
労
働
局
雇
用
均
等
室
■

　

少
子
・
高
齢
化
、
労
働
力
人

口
の
減
少
社
会
で
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
が
能
力
を
一
層
有

効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

雇
用
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
4
月

1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
８
９
４

楽
し
も
う
!!
作
品
展

■
築
城
養
護
学
校
■

日
時　

２
月
３
日
㈰

9
時
30
分
～
14
時

場
所　

県
立
築
城
養
護
学
校

（
築
上
郡
築
上
町
大
字
築
城
１
５
６
１
）

内
容　

児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、

福
祉
バ
ザ
ー
、
施
設
な
ど
の
作

品
即
売
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
先

築
城
養
護
学
校
☎
５
２
・
３
１
２
１

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会

■
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
■

開
催
場
所　

福
岡
県
立
飯
塚
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー　

（
飯
塚
市
川
津
６
８
０
・
41
）

期
間　

3
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮

（
延
べ
24
時
間
）

定
員　

10
人
（
書
類
選
考
、
定

員
オ
ー
バ
ー
の
場
合
は
抽
選
）

対
象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は

寡
婦

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
3
千
円
程
度
自
己
負
担
）

お
申
し
込
み　

介
護
福
祉
課
福

祉
係
及
び
支
所
総
合
窓
口
係
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

上
、
次
の
宛
先
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先　

〒
８
１
６
・
０
８
０
４

春
日
市
原
町
3
・
1
・
7

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

Calendar         1 月
1月
2日 みやこ町新春ロードレース大会
5日 ふれあい教室

9時30分～（勝山体育館）
11日 乳児健診

13 時 30 分～14時（犀川保健相談
ｾﾝﾀｰ）

12日 みやこ町消防出初式
10時～（犀川運動公園）

13日 みやこ町成人式
10時～（ｻﾝ・ｸ ﾚ゙ｰﾄみやこ大ﾎｰﾙ）

15日 乳児健診
13時30分～14時（すどりの里）

みやこ町出前フォーラム
19時～（みやこ町役場3階大会議室）

16日 1歳半・3歳児健診
13時30分～14時（すどりの里）

17日 乳児健診
13時30分～14時（ゆいの郷）

18日 1歳半・3歳児健診
13時30分～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀー ）

24日 1歳半・3歳児健診
13時30分～14時（ゆいの郷）

25日 初心者男性料理教室
10時～12時（すどりの里）

31日 納期限　1月31日
国民健康保険税第7期
介護保険料　普通徴収第7期

2月
2日 ふれあい教室

9時30分～（勝山教室）

1月10 日は110 番の日
110 番は緊急通報専用電話です

○110 番受理は警察本部指令室で行って
います。
○110 番受理とパトカーへの指令は、同
時進行で行っています。
○現場はどこなのか確認してください

　110 番は「緊急を要する事件・事故の
緊急通報専用電話」です。
　県内の110 番は、すべて福岡市博多区
にある福岡県警察本部の通信指令室で
受理され、通報内容は直ちに無線によっ
て管轄の警察署・パトカーなどに指令さ
れます。
※ひったくりなどの被害に遭った場合は、
犯人逮捕や被害回復のために素早い通報
が最も大切です。「ちゅうちょ」すること
なく110 番をしてください。
○いたずら電話はもちろん、相談や問い
合わせのための110 番はやめましょう。1
分1秒を争う事件・事故への対応を遅ら
せる原因となります。
※相談や問い合わせは
警察安全相談コーナー　＃９１１０

（☎０９２・６４１・９１１０）
行橋警察署相談ダイヤル☎２４・９１１０
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今月の催し
＜土曜日のおはなし会＞　4 才くらいから
中央図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
1 月 26 日は「おひさまの会」によるおはなし会
犀川図書館　1 月 12、26日 14時から
1月 12	日は「きのこの子」によるおはなし会
勝山図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
1 月 26	日は「もこもこ」によるおはなし会

＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3 才くらい
勝山図書館　1 月 18 日㈮ 10時 30分から

＜映画会＞
中央図書館視聴覚室　14 時から
1 月13 日㈰（一般向け）
｢ 今日から始まる ｣（118 分）2002 年制作　
　ベルトラン・タヴェルニエ監督作品
1 月 27 日㈰（児童向け）

「まえがみ太郎」（69 分）
　長編名作アニメシリーズ

＜ギャラリー＞　観覧無料
　中央図書館ギャラリー　1 月 5 日㈯～ 30 日㈬

『楽しく編める毛糸あみ作品展』
町内在住の森肇子さんによる毛糸の作品展です。
毛糸の暖かさ、手づくりのすばらしさをぜひご覧くだ
さい。

　

　このコーナーでは、発行月に１歳のお誕生日を迎えるお子さんの写真を掲載しています。
　掲載対象者は 11 月１日現在の住民基本台帳を基に抽出しています。

Happy Birthdayお誕生日おめでとう

平成19年1月8日

瀬戸	優
ゆうと

斗ちゃん（豊津）
平成 19 年 1 月16 日

樫本 花
はな

ちゃん（勝山）

平成 19 年 1 月18 日

田村 義
よ し き

樹ちゃん（勝山）

平成19年1月3日

田中	凛
りお ん

音ちゃん（豊津）

平成 19 年 1 月 24 日

石迫 希
き よ

与ちゃん（勝山）

中央図書館☎ 33・1040　犀川図書館☎ 42・3330　勝山図書館☎ 32・3455
図書館ホームページアドレス　http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.jsp

図書の寄贈ありがとうございました。（敬称略）
岩田克子 / 村上禮子 / 山道暁 / 青空文庫 /KOS 九州
口腔健康科学センター / アステラス製薬（株）/ 読
売新聞大阪本社事業開発部 / 福岡県弁護士会 / 赤
村教育委員会 / 粕屋町教育委員会 / 苅田町教育委
員会

2007 貸し出しベスト　
（貸出期間：2006 年 12 月～ 2007 年 11 月）

■一般書
順位 書名 著者 出版社 貸出回数

 1 名もなき毒 宮部みゆき 幻冬社 48
 2 赤い指 東野圭吾 講談社 46
 3 おんぶにだっこ さくらももこ 小学館 44
 4 還らざる道 内田康夫 祥伝社 40
 5 使命と魂のﾘﾐｯﾄ 東野圭吾 新潮社 39
 6 容疑者Ｘの献身 東野圭吾 文藝春秋 38
 7 家日和 奥田英朗 集英社 36
 7 狼花（新宿鮫 ９） 大沢在昌 光文社 36
 9 悪人 吉田修一 朝日新聞社 35
 9 佐賀のがばいばあちゃん 島田洋七 徳間書店 35
11 一瞬の風になれ３（ドン） 佐藤多佳子 講談社 34
12 月下の恋人 浅田次郎 光文社 33
12 手紙 東野圭吾 毎日新聞社 33
14 一瞬の風になれ１（ｲﾁﾆﾂｲﾃ） 佐藤多佳子 講談社 32
14 憑神 浅田次郎 新潮社 32

■児童書
順位 書名 著者 出版社 貸出回数

1 ﾊﾘ ・ーﾎ ｯ゚ﾀ とー謎のﾌ ﾘ゚ﾝｽ　上 Ｊ・Ｋ・ﾛｰﾘﾝｸﾞ 静山社 60

2 かいけつｿ ﾛ゙ﾘのにんじゃ 原ゆたか ポプラ社 59大さくせん
3 ﾊﾘ ・ーﾎ ｯ゚ﾀ とー謎のﾌ ﾘ゚ﾝｽ　下 Ｊ・Ｋ・ﾛｰﾘﾝｸﾞ 静山社 58
4 ﾁｬﾚﾝｼ ﾐ゙ｯｹ！４ｻﾝﾀｸﾛ ｽー ｳｫﾙﾀ ・ーｳｨｯｸ 小学館 56

5 かいけつｿ ﾛ゙ﾘのおばけ 原ゆたか ポプラ社 51大さくせん

6 かいけつｿ ﾛ゙ﾘのなぞなぞ 原ゆたか ポプラ社 45大さくせん

7 かいけつｿ ﾛ゙ﾘの 原ゆたか ポプラ社 44てんごくとじごく

8 おじいちゃんの 西本鶏介 鈴木出版 43ごくらくごくらく
9 がたんごとんがたんごとん 安西水丸 福音館書店 41
9 ﾁｬﾚﾝｼ ﾐ゙ｯｹ！1おもちゃばこ ｳｫﾙﾀ ・ーｳｨｯｸ 小学館 41

11 かいけつｿ ﾛ゙ﾘの 原ゆたか ポプラ社 40きょうふの宝さがし
11 きんぎょがにげた 五味太郎 福音館書店 40

11 ﾊｷちゃんの 薫くみこ 佼成出版社 40「はっぴょうします」

1 月・２月の休館日（全館共通）
1 月 1 日 /2 日 /3 日 /4 日 /7 日 /14 日 15 日
/21 日 /28 日 /31 日
２月４日 /11 日 /12 日 /18 日 /25 日 /29 日

子育て支援センターのイベント

□ゆいの郷（勝山）  ☎ 32・2176

日時
16 日㈬ 10 時 30 分～

内容
このゆびと～まれ
熊丸みつ子さん

24日㈭10時～ なかよしひろば
鬼の面作り

※勝山子育て支援センターは 12 月 29 日～１月３日はお休みです
□すどりの里（豊津）☎ 33・4152

日時
25 日㈮ 11 時～

内容
げんき＆育児相談
ペーパー遊び

26 日㈯ 10 時～
もちつき大会

（予約制）

福岡県中学校新人サッカー大会で優勝を果たす
　12 月13 日に開催された第 26 回福岡県中学校新人サッカー大会（12 月1、8 日に開催）で優勝をした犀川中学校サッカー
部（顧問：進 廣幸さん　指導者：西 義正さん）の部員（18人）が12 月13 日に白石春夫みやこ町長を表敬訪問をしました。
本大会の優勝校は 3月に開催される九州大会に出場権が与えられ、さらなる活躍が期待されます。キャプテンの鍋山健佑
さんは「母校の名誉をかけ、中学生として精一杯プレーします」と町長に意気込みを語っていました。

す
ご
い
ぞ

犀
中
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交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち
みやこ町
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男 　10,825人 女 　12,183人 計 　23,008人 世帯 8,592戸（11月末現在の住民基本台帳人口から）

み
か
ん
食
べ
る
～
？

ボ
ク
た
ち
が
と
っ
た

　12 月 7 日に豊津保育所の子どもたち 78 人がみか
ん狩りを体験しました。子どもたちがみかん狩り体
験を行ったのは、渡辺恭宏さん、美由紀さん夫妻が
所有するみかん畑。「子どもたちに木になっている
みかんを見せたいから」と毎年。渡辺さん夫妻は豊
津保育所の子どもたちを招待しているそうです。
　子どもたちは自分で摘み取ったみかんを美味しそ
うに口に運んでいました。

航
海
記

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
広
報
の
作
成

に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
裏
表
紙
で
使
用
し
た
写
真

は
子
ど
も
た
ち
の
み
か
ん
狩
り
風
景
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
カ
メ
ラ
マ
ン

の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
み
か
ん
の
皮
む
い

て
～
」「
写
真
を
撮
っ
て
～
」「
写
真

を
見
せ
て
よ
～
」
と
い
ろ
い
ろ
子
ど

も
た
ち
か
ら
話
し
か
け
て
も
ら
い
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
も
お
じ
ち
ゃ
ん
は
写
真
を
撮

ら
せ
て
も
ら
え
る
の
な
ら
何
で
も
す

る
よ
（
で
き
る
範
囲
で
ね
）。
今
年
も

み
ん
な
の
笑
顔
を
撮
る
た
め
、
頑
張

る
か
ら
み
ん
な
も
元
気
な
笑
顔
を
お

願
い
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

香
月

　

２
０
０
７
年
も
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
、
ま
た
新
し
い
年
が

始
ま
り
ま
し
た
。
受
験
生
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
は
今
が
正
念
場
で

し
ょ
う
か
。
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ

う
、
お
い
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
13
日
に
は
、
成
人
式
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
新
成
人
の
み
な
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
記
念
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

埋
め
た
と
い
う
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
昔
の
自
分
か
ら
は
ど
ん

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て
い
る

の
か
、
開
封
す
る
の
が
楽
し
み
で

す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

   

中
村


